
 

 

 

９
月
、
私
た
ち
の

仲
間
で
あ
る
港
品

川
支
部
の
伊
藤
君

が
突
然
亡
く
な
っ
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た
。
享
年
５
０
歳
。
珍
し
く
保

険
内
務
出
身
▼
お
酒
と
た
ば
こ

を
凄
く
堪
能
し
、
飲
み
す
ぎ
て

電
車
を
何
度
も
往
復
、
挙
句
の

果
て
遠
～
い
埼
玉
の
最
終
駅
ま

で
何
度
も
行
っ
た
と
本
人
か
ら

聞
い
た
こ
と
も
。
そ
ん
な
彼
か

ら
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
絵
が

上
手
、
漫
画
は
プ
ロ
級
。
組
合

で
は
組
織
部
長
を
黙
々
と
や
っ

て
い
た
▼
彼
と
は
他
の
誰
と
も

な
い
共
通
点
が
。
い
わ
ゆ
る
ア

イ
ド
ル
オ
タ
ク
だ
。
グ
ル
ー
プ

は
違
う
が
双
方
の
情
報
交
換
な

ど
し
て
い
た
。
そ
ん
な
彼
か
ら

元
ア
イ
ド
ル
の
舞
台
を
誘
わ
れ

た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
ド

ル
だ
っ
た
の
で
誘
っ
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
一
緒
に

出
掛
け
た
。
帝
国
劇
場
は
初
め

て
だ
が
、
良
い
席
を
取
っ
て
く

れ
て
い
た
▼
先
月
大
人
気
の
ア

イ
ド
ル
の
卒
業
が
あ
っ
た
。
彼

が
生
き
て
い
た
ら
二
人
の
間
で

は
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
彼
の
最
後
も
看
取
れ

ず
さ
よ
な
ら
も
言
え
て
い
な

い
。
必
ず
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
持
参

し
て
会
い
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。 
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       最

高

裁

第

一

小

法

廷 

 

事前集会 〇集合時間 12

時 30 分  

 

 

 

７月８日の 

全労連･東京地評争議支援行動 

郵
政
⒛
条
裁
判
の
最
高
裁
判
決
が
１
０
月
１
５
日
に
出
さ
れ
ま
し

た
。
正
規
・
非
正
規
間
の
手
当
、
休
暇
の
格
差
が
違
法
だ
と
す
る
画

期
的
な
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
画
期
的
な
勝
利
判
決
で
す
。 

最
高
裁
が
格
差
を
不
合
理
だ
と
し
た
の
は
①
住
居
手
当
②
年
末
年

始
勤
務
手
当
③
扶
養
手
当
④
夏
期･

冬
期
休
暇
⑤
年
始
の
祝
日
給
。 

現
在
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
均
等
待
遇
の
実
現
を
求
め
て
、
１
５
４
人

が
集
団
訴
訟
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
社
は
判
決
を
受
け
、
郵
政
で
働
く
全
て
の
非
正
規
社
員
に
対
し
早

急
に
労
働
条
件
の
改
善
を
す
る
べ
き
で
す
。 

 

 

  
 

１０月３日 

退任のあいさつをする福田さん。 

お疲れさまでした。 

《
２
面
に
報
告
記
事
》 

写真上：完全勝利

の幕を掲げる原告 

下：記者会見に臨

む原告と弁護団 
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訃  報 

郵政ユニオン東京地本執行委員でした伊東孝雄さん(港･

品川支部)が、9月 20日に心筋梗塞で亡くなられました。(享

年 52 歳 )心よりお悔やみ申し上げます。  

 伊東執行委員は、蒲田郵便局に入局(保険)その後、目黒

局、渋谷局、芝郵便局と異動し、又、東京全労協の幹事の

役職をはじめ組合活動に頑張っていました。また、酒を好

み、飲み友達と山や、演劇、コンサートなどと色々と付き

合っていました。帰りの電車などでは、乗り換えを忘れた

り寝てしまって往復して最終に間に合わなく、マンガ喫茶

に泊まったりして、楽しい面白い仲間でした。 

 最後に、この若さで亡くなられた伊東さんの為にも、東

京地本、団結して頑張っていきたいと思います。協力お願

いいたします。   合掌 

 

 

当
面
の
行
動
日
程 

 
      

１
１
月
３
日
（
火
）
憲
法
集
会
・
国

会
正
門
前 

１
１
月
７
日
（
土
）
地
本
第
２
回 

執
行
委
員
会 

１
１
月
１
９
日
（
木
）
国
会
議
員 

会
館
前
行
動 

１
１
月
２
０
日(

金) 

２
０
条
裁
判 

追
加
訴
訟
第
３
回
弁
論 

１
２
月
３
日(

木)

第
１
回
支
部
長
会

議 

１
２
月
１
０
日(

木)

集
団
訴
訟
第
２

回
弁
論 

１
２
月
１
７
日(

木)

地
本
第
３
回 

執
行
委
員
会 

２０２０年度東京地本役員 

委員長 田中 孝史  (新東京支部) 

副委員長 飯塚 定夫  （銀座支部） 

副委員長 小関 雅彦  (小石川支部) 

書記長 松原 義孝  (大田支部) 

 執行委員 冨田 良子  (特定局支部) 

 執行委員 郡  公一朗 （目黒支部） 

  執行委員 本宮 美明  (新東京支部) 

 執行委員 三村 和也  （王子支部） 

 執行委員 井上 順平  （練馬支部） 

 執行委員 鵜島 一広  (港品川支部)  

会計監査 本松 康宏  (銀座支部)  

  

よろしくお願いします！ 

左：友人と富士山に登った

伊東さん 

上：伊東さんのボトル 

「ハトヤ」の文字が 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本

は
、
延
期
を
し
て
い
た
第
９

回
定
期
大
会
を
１
０
月
３
日

に
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
会
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

新
東
京
支
部
の
東
條
代
議

員
議
長
が
選
出
さ
れ
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
提
案
を
お
こ

な
い
、
田
中
地
本
委
員
長
の

挨
拶
、
来
賓
に
中
央
本
部
兼

子
副
委
員
長
の
挨
拶
を
受
け

５
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

一
般
経
過
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
の
討
議
、

採
択
を
お
こ
な
い
、
第
１
号

議
案
の
討
議
に
は
い
り
し
ま

た
、
２
０
条
裁
判
関
連
、
春

闘
、
要
員
不
足
、
高
を
い
た

だ
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を5

件
い
た

だ
き
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
を

入
れ
な
が
ら
一
般
経
過
報
告
、
会

計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
を
お
こ

な
い
採
択
さ
れ
、
議
事
に
入
り
第1

号
議
案
で
は
、2

0

条
裁
判
関
連
、

春
闘
、
要
員
不
足
、
高
齢
化
問
題
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
ス
キ
ル
問
題
、
深
夜

労
働
問
題
等
、
発
言
が
出
さ
れ
な

が
ら
採
択
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

第2

号
議
案
も
採
択
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
も
採
択
し
て
い
き
ま
し
た
。
役

員
選
挙
も
お
こ
な
い
新
役
員
も
信

任
さ
れ
決
定
し
、
大
会
ア
ピ
ー
ル

も
採
択
さ
れ
、
議
長
解
任
、
東
條

議
長
お
疲
れ
様
で
し
た
。
最
後
に

新
田
中
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま

た
一
年
間
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

し
た
。
２
０
条
裁
判
、
春
闘
、

要
員
不
足
、
高
齢
化
問
題
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
ス
キ
ル
問
題
、

深
夜
労
働
問
題
等
、
発
言
が

出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
役
員
選
挙
を
お

こ
な
い
新
役
員
が
信
任
、
決

定
し
、
大
会
ア
ピ
ー
ル
も
採

択
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
新
田
中
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。 

さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
提
案

を
議
長
が
お
こ
な
い
、
田
中

地
本
委
員
長
の
挨
拶
、
来
賓

に
中
央
本
部
か
ら
兼
子
副
委

員
長
が
代
表
し
て
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を5

件
い
た
だ

き
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
を
入
れ

な
が
ら
一
般
経
過
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
を
お
こ
な
い
採

択
さ
れ
、
議
事
に
入
り
第1

号
議
案

で
は
、2

0

条
裁
判
関
連
、
春
闘
、

要
員
不
足
、
高
齢
化
問
題
、
パ
ワ
ハ

ラ
、
ス
キ
ル
問
題
、
深
夜
労
働
問
題

等
、
発
言
が
出
さ
れ
な
が
ら
採
択
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
第2

号
議
案
も

採
択
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
採
択
し
て
い

き
ま
し
た
。
役
員
選
挙
も
お
こ
な
い

新
役
員
も
信
任
さ
れ
決
定
し
、
大
会

ア
ピ
ー
ル
も
採
択
さ
れ
、
議
長
解

任
、
東
條
議
長
お
疲
れ
様
で
し
た
。

最
後
に
新
田
中
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。
ま
た
一
年
間
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

 

第
９
回
地
本
定
期 

大
会
報
告 

現
在
、
３
１
歳
で
練
馬
局
の

深
夜
帯
労
働
者
と
し
て
週
４
回

の
４
０
時
間
労
働
を
行
っ
て
い

ま
す
。
働
き
始
め
た
の
は
約
８

年
前
で
、
そ
の
間
に
も
労
働
環

境
は
様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。 最

初
は
週
３
回
の
３
６
時
間

勤
務
で
、
主
に
通
常
郵
便
物
の

区
分
が
仕
事
で
し
た
。
夜
中
の

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
区
分
も
手
分
け

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

変
化
が
起
き
た
の
は
約
３
年

前
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

編
か
ら
で
す
。 

当
局
の
東
京
北
部
局
へ
の
異
動

調
査
が
あ
り
ま
し
た
が
、
説
明

不
足
で
殆
ど
の
人
が
残
留
を
希

望
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
組
合

員
の
方
に
資
料
を
見
せ
て
も
ら

い
、
練
馬
局
は
泊
ま
り
勤
務
者

を0

人
に
す
る
計
画
だ
と
知
り

ま
し
た
。
再
編
直
前
に
な
り
詳

細
な
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
が
、

残
留
出
来
な
い
事
を
知
り
怒
る

方
も
い
ま
し
た
。
こ
の
時
に
組

合
に
入
り
ま
し
た
。 

紆
余
曲
折
あ
り
、12

人
居
た

深
夜
勤
務
者
の
う
ち
、
私
を
含

め
て3

人
は
残
留
が
認
め
ら

れ
、
週5

回
の35

時
間
勤
務
で

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
区
分
が
主
な
仕

事
に
な
り
、
現
在
の
勤
務
体
系

へ
と
変
化
し
ま
し
た
。 

組
合
に
入
っ
た
の
は
、
会
社

へ
の
不
信
感
と
、
情
報
提
供
を

し
て
く
れ
た
事
へ
の
恩
返
し
と

し
て
、
少
し
で
も
協
力
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。
そ

の
思
い
か
ら
現
在
は
東
京
地
本

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。 

自
分
に
務
ま
る
か
自
信
が
な

く
不
安
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
と
思
い
今
回
立
候
補
し
ま
し

た
。
微
弱
で
は
あ
り
ま
す
が
、

執
行
委
員
の
一
人
と
し
て
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

前
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

編
か
ら
で
す
。
当
局
の
東
京
北

部
局
へ
の
異
動
調
査
が
あ
り
ま

し
た
が
、
説
明
不
足
で
殆
ど
の 

 

人
が
残
留
を
希
望
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
組
合
員
の
方
に
資
料

を
見
せ
て
も
ら
い
、
練
馬
局
は

泊
ま
り
勤
務
者
を
０
人
に
す
る

計
画
だ
と
知
り
ま
し
た
。
再
編

直
前
に
詳
細
な
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
残
留
出
来
な
い
事
を

知
り
怒
る
方
も
い
ま
し
た
。
こ

の
時
に
組
合
に
入
り
ま
し
た
。 

紆
余
曲
折
あ
り
、
１
２
人
居

た
深
夜
勤
務
者
の
う
ち
、
私
を

含
め
て
３
人
は
残
留
が
認
め
ら

れ
、
週
５
回
の
３
５
時
間
勤
務

で
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
区
分
が
主
な

仕
事
に
な
り
、
現
在
の
勤
務
体

系
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。 

 

組
合
に
入
っ
た
の
は
、
会
社
へ 

の
不
信
感
と
、
情
報
提
供
を
し 

て
く
れ
た
事
へ
の
恩
返
し
と
し 

て
、
少
し
で
も
協
力
し
た
い
と 

い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。
そ
の 

思
い
か
ら
現
在
は
東
京
地
本
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
手
掛 

け
て
い
ま
す
。 

自
分
に
務
ま
る
か
自
信
が
な

く
不
安
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
と
思
い
今
回
立
候
補
し
ま
し

た
。
微
弱
で
は
あ
り
ま
す
が
、

執
行
委
員
の
一
人
と
し
て
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

（練馬支部） 

 

 さん 

非正規の格差是正を訴え

る井上さん。集団訴訟の原

告でもある 


